
「栄養士のひとりごと」 

令和８年もよろしくお願いします。３学期の給食は始業式の翌日 1 月９日（金）から始まります。 

１月はお正月献立と給食週間、2 月・3 月は 6 年生の作成献立給食と 6 年生卒業祝い弁当（6 年生

のみ）を実施する予定です。 

昨年の大晦日に嵐山温泉“風風の湯”に行きました。どこか遠い国にでもきているかのように錯

覚するほど外国人観光客ばかりでした。ある意味非日常を感じることのできる、リフレッシュスポ

ットかもしれません(^▽^)。                       （栄養士 田中） 

 令 和 ８ 年 1 月  

 大 山 崎 小 学 校 

２０２６年（令和
れ い わ

８年）になりました。３学期が始まります。 

２学期
が っ き

に比
く ら

べて、３学期はあっという間
ま

に終
お

わってしまいます（給食
きゅうしょく

日数
にっすう

も２学期７６回に対
たい

して、３学期 

４６回と３０回も少ないです）。 

底冷
そ こ び

えする毎日
まいにち

が続
つづ

きます。食
た

べることで体温
たいおん

維持
い じ

をしております。毎日
まいにち

元気
げ ん き

に過
す

ごせるように、 

朝
あさ

ごはんをきちんと食
た

べて登校
と う こ う

し、昼食
ちゅうしょく

もしっかり食べてくださいね。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
現
げん

代
だい

では、大人
お と な

になっても自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

で考
かんが

えて健
けん

康
こう

な食
しょく

生
せい

活
かつ

を続
つづ

けることができるように、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は「教
きょう

材
ざい

」としての役
やく

割
わり

も担
にな

っています。 

「毎日給食
まいにちきゅうしょく

を作
つく

ってくれる調理員
ちょうりいん

さんに感謝
かんしゃ

を伝
つた

えよう！！」  
 今年
こ と し

は給食委員
きゅうしょくいいん

さんが各学級
かくがっきゅう

へのお手紙
て が み

をお願
ねが

いに行きます。 

回収
かいしゅう

も給食委員
きゅうしょくいいん

の担当者
たんとうしゃ

が行
い

きますので、担任
たんにん

の先生
せんせい

は、対応
たいおう

を 

お願
ねが

いします。 

 

大山崎小学校の

 

今年の給食週間は、 

“図書コラボ給食～

物語に出てくる料理

を楽しもう～”だよ。

どんな料理がでてく

るかな♪ 

 

日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、明
めい

治
じ

22年
ねん

（1889年）、山
やま

形
がた

県
けん

鶴
つる

岡
おか

町
まち

（現
げん

：鶴
つる

岡
おか

市
し

）の

私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で提
てい

供
きょう

されたのが始
はじ

まりとされています。その後
ご

、各
かく

地
ち

に広
ひろ

ま

ったものの、戦
せん

争
そう

による 食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

で 中
ちゅう

断
だん

されていました。戦
せん

後
ご

、子
こ

どもたちの

栄
えい

養
よう

不
ぶ

足
そく

を改
かい

善
ぜん

するため、昭
しょう

和
わ

21年
ねん

にアメリカの支
し

援
えん

団
だん

体
たい

「LA
ラ

RA
ラ

（アジア 救
きゅう

済
さい

公
こう

認
にん

団
だん

体
たい

）」から、給
きゅう

食
しょく

用
よう

物
ぶっ

資
し

の寄
き

贈
ぞう

を受
う

けて、翌
よく

年
ねん

１月
がつ

から学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が

再
さい

開
かい

されることになりました。 

昭
しょう

和
わ

21年
ねん

12月
がつ

24日
か

に、東
とう

京
きょう

都
と

内
ない

の 小
しょう

学
がっ

校
こう

で 給
きゅう

食
しょく

用
よう

物
ぶっ

資
し

の贈
ぞう

呈
てい

式
しき

が 行
おこな

われたことから、この日
ひ

を「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

感
かん

謝
しゃ

の日
ひ

」としましたが、昭
しょう

和
わ

25年
ねん

度
ど

か

らは、冬
とう

季
き

休
きゅう

業
ぎょう

と重
かさ

ならない１月
がつ

24日
か

〜30日
にち

までの１ 週
しゅう

間
かん

を「全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」とすることが定
さだ

められました。 

 

 

お 正
しょう

月
がつ

は、普
ふ

段
だん

より日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を感
かん

じる機
き

会
かい

が多
おお

かったのではな 

いでしょうか。さて、子
こ

どもたちにとって、お 正
しょう

月
がつ

の楽
たの

しみといえば

お年
とし

玉
だま

。新
しん

年
ねん

を祝
いわ

って、大人
おとな

から子
こ

どもへお小
こ

遣
づか

いを渡
わた

す風
ふう

習
しゅう

です。

もともとは、お 正
しょう

月
がつ

の「歳
とし

神
がみ

様
さま

（年
とし

神
がみ

様
さま

）」にお供
そな

えした「もち」を、

歳
とし

神
がみ

様
さま

からの贈
おく

り物
もの

として分
わ

け与
あた

えたことが始
はじ

まりとされ、「年
とし

玉
だま

」

とは「歳
とし

神
がみ

様
さま

の 魂
たましい

」を意
い

味
み

します。 

 

 

 

  


